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◆県道原町海老相馬線(南海老工区・蒲庭工区)が開通しました !！

※監督員のコメント 道路橋梁課
長田主査（新潟県より派遣）

“本事業により円滑な交通
確保や、利便性の向上、
産業振興などの効果を
期待しています”

位 置 図

再開
予定の
原釜尾浜
海水浴場

県道原町海老相馬線は、南相馬市と相馬市の沿岸部を南北に結ぶ、延長約27kmの幹線道路

で、真野川漁港、松川浦等の物流・観光交流を支えるとともに、生活道路として、相双地方を

連携する重要な路線です。平成24年度から「津波被災地の復興まちづくりを支援する道路」

として、事業着手しました。当該箇所の県道原町海老相馬線は、東日本大震災により道路の

ほとんどが流出し、地域間を結ぶ機能が寸断されました。

このため、新しい道路は、ほ場や海岸防災林の整備計画を踏まえ、最大５００ｍ程度内陸側

を通るルートとし、高さは約２ｍの盛土構造としました。残る区間についても引き続き、工事

を進めてまいります。

陸上自衛隊により応急復旧
された上立切橋

本工事の実施にあたっては、全国から

多くの派遣職員の方々に御協力を頂いて

おり、２０１１年の漢字“絆”を体現し

全国の力を集結することで成し得た

事業です。

上立切橋
（津波により上部工流出）

津波により上立切橋上部工が

流出し、相馬市蒲庭地区と南相馬市
北海老地区が分断されたため、
陸上自衛隊により、平成23年5月に
仮設橋が設置されました。 これに
より、緊急車両や復旧関係車両の
通行が可能となり、復旧作業等が
大きく進展しました。
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◆ 県土木部新規採用職員の現場研修が行われました ！ ！

～ 地 域 イ ベ ン ト の 紹 介 ～

◆福島県建設業新分野進出企業認定交付式を開催しました！！

◆東日本大震災の災害復旧工事の進捗状況（平成30年4月末）

東日本大震災で被害を受けた当事務所所管の道路、河川、海岸等の災害

復旧工事の進捗状況は右に示すとおりです。

（帰還困難区域で査定が未実施の箇所は含まれていません。率は事業箇所

数で算出した割合です。）

編集者 ： 福島県相双建設事務所 企画調査課 TEL0244-26-1228 FAX0244-26-1197
管内についての詳しい情報は下記ホームページをご覧ください。
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○平成３０年４月末

福島県では当該建設企業の新分野進出事業に

対する自己研鑽意欲の向上と、他の建設企業の

新分野進出に対する取組み意欲を喚起し、地域

経済の活性化と雇用の確保を図ることを目的に、

新分野進出を果たした建設業者への認定を平成

２０年度より実施しています。今回、平成３０

年度１回目として、平成30年5月8日に認定基準を満たした企業に認定証を交付しました。

当事務所管内の認定企業横山建設株式会社 事業内容 化粧品販売及びフェイシャルサロンの経営

平成３０年５月２７日

日曜日に道の駅そうまで

15周年の感謝祭が開催

されました。子ども乗馬

体験などが行われ、

会場はたいへん盛り

上がりを見せました。
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◆道の駅そうま15周年感謝祭

平成３０年５月30日に今年度、県土木部の新規採用となった

職員が当管内において、現場研修を行いました。各現場では先輩

職員達が行った業務の話を熱心に聞き入っていました。参加者は

「先はまだ長いが着実に復興を感じることができた」と話して

いました。若い彼らが今後、復旧復興をますます加速させていくものと期待しております。

若いみんなに
期待しているドン♪

◆復旧・復興事業の促進に向けた意見交換会を行いました！！
平成３０年５月２９日に平成３０年度第１回相双地方の復旧・復興

事業の促進に向けた意見交換会を開催しました。管内の建設業界の

方々が集まって意見交換を行いました。当地域では復旧・復興事業が

最盛期を迎える中、発注者・受注者（建設業）の垣根を越えて連携

することが、今後の復興を成し遂げるために必要であるとの観点から、

官民合同で課題や解決策を模索し、活発な意見交換が交わされていました。

◆復旧・復興事業の促進に向けた意見交換会を行いました！！

多くの意見が
出ていたドン♪

意見交換会の様子

先輩に熱心に
質問を行う
新採用職員

◆相馬・原釜尾浜海水浴場

平成３０年７月２１日に

東日本大震災以来、8年

ぶりに原釜尾浜海水浴場が

再開されます。「相馬福島

道路」の延伸により、たくさんの

来場者が訪れることが期待されています。

再開が
楽しみだドン♪


